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本資料作成の趣旨
　本稿は文化論集第39・40合併号（2012）に掲載した「ドイツ語読解の戦略と
戦術 ⑴　─読解過程／読解の戦略と読解学習の戦略／理解の第一歩としての
概要把握─」の続編である。したがってドイツ語教育に対する基本的な考え方
や授業の条件などは今回も同じである。こうした前提の下で，今回と次回の二
回にわたって目標とするのは，読解に対する文法の戦術的利用である⑴。今回
とりあげるのは，定動詞を中心とする文の骨格の把握，そして複合文の部分文
への分割，文の文成分への分解である。これに先立ち，読解と文法の関係及び
大学教育についての基本的考えを最初に一言述べておきたい。
　日本の大学におけるドイツ語教育では，最初の一年間に冠詞類や動詞の変化
から接続法に至る「『むきだしの』文法規則」（上田，p. 24）を集中的に教え込
むという方法をとることが多い。そこでドイツ語の勉学は，受験を目標とした
これまでの英語学習の経験も加わり，ともすれば〈変化表や各種の文法規則を
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憶えること〉として理解されがちである。
　もとより，文法を知らなければ外国語が使えないというものでもない。しか
し文法的知識は外国語の使用を容易化し，促進する。したがって文法を身につ
ける努力は，外国語のよりよい習得にとって必要である。そこで〈暗記〉中心
の勉学にも，一時的な戦術的措置としてやむをえない面がある。しかしこれは
ドイツ語の勉学や運用全体から見た場合，あくまでもその一部をなすにすぎな
い。文法自体を戦略目標とするのは，言語学や外国語学の研究者のような特殊
な場合に限られる。これに対して一般人の場合，ドイツ語学習の戦略目標は，
自分の考えを相手に伝える，新聞や雑誌を読むなど，〈ドイツ語を使って何か
をする〉ということである。したがって，形態論や統語論などに関するさまざ
まな規則は，これをよりよく実現するための一戦術として使用してはじめて意
味をもつ。P. Doyé はこの点について次のように指摘している。
　ことばを用いて何かをしようとする者は，そのために十分な語彙，統語
構造についての一定程度のレパートリー，適切な発音ないしは正書法を必
要とする。したがって，外国語を身につけたいと望む者は，これらの個々
の領域もまた学んで習得しなければならない。それらを習得することは，
それ自体としては無価値であり，コミュニケーション能力への統合を常に
試みてはじめて，これが正当化されるのは自明のことである。しかし，一
時的な方策として，こうした部分的領域に学習を限定することには意義が
ある。すなわち，ところどころで「純粋な」文法授業を行うのは正当なこ
とである。ただしそれは，その位置価値が認識され，その成果，すなわち
文法的な部分的能力が，適切な授業方法によってコミュニケーション能力
全体に統合されることを前提とした場合においてのことである（P. Doyé 
p. 128）。
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　このような目標と手段の関係に対する明確な意識化に対して，日本ではとも
すればこれが曖昧なままに，「一定制約下に『術』乃
ない
至
し
は『芸』を争って優劣
を決める」（山本，p. 181）という「『術・芸』絶対化の世界」（山本，p. 181）
の伝統が強固である。その結果，旧日本軍では「絶えまなき銃剣術の練習」（山
本，p. 185）によって「三八式歩兵銃の宮本武蔵が出現しても不思議ではない」
（山本，p. 185）ような体質が支配的であったことを山本は指摘している。また
山本は，このような精神的態度は今日にまで連続しているとし，その一例とし
て〈受験勉強〉を挙げている（山本，p. 181，186，187-188，192）。たしかに
入試は，受験科目や出題範囲といった一定の制約の枠内で争われる〈椅子取り
ゲーム〉である。これに対する過剰適応のせいか，大学においても，〈読むに
先立ち文法をまず完璧に仕上げる〉という受験ノリのことばに象徴されるよう
に，〈三八式歩兵銃の宮本武蔵〉ならぬ〈文法の宮本武蔵〉を目指すかのごと
き学生を見かけることがある。しかし〈過ぎたるは及ばざるがごとし〉である。
これには弊害も多い。
　文法的知識や能力はテクスト理解に必要な，そして重要な要素であることは
確かである。しかし詳細な文法的知識を積み上げるだけで読解力が向上するわ
けではない。テクストが読めるようになるためには，前回も述べたように，非
言語的知識なども含めたさまざまな知識や能力を同時に協働させながら進むこ
とが不可欠である。したがって，文法や語彙などについての個別要素至上主義
は，多様な知識・能力を相関させることの重要性を見失わせるという点で問題
が大きい。このことは，銃剣術の技能が戦闘に際して必要な素養であるとして
も，通常これだけで戦闘が決せられるわけではなく，まして戦争に勝利するこ
とは不可能であることと同様である。
　向上心をもって努力することは悪いことではない。しかし宮本武蔵的な修行
は，一握りの精鋭，近年はやりのことばで言えば〈勝ち組〉を生む代償として，
故なき〈敗残者〉，〈負け組〉の大群を構造的に作り出すことも忘れてはならな
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い。その結果，多くの学習者が外国語に対する苦手意識を植え付けられ，いわ
れなき劣等感に苦しめられることとなる。これは外国語教育にとって自己破壊
行為である。教育の目標は選別ではなく，育成である。このことは，大学の数
をめぐる市場原理と教育の原理の違いに対する内田の指摘とも無関係ではない。
　大学がこれほどまでに増えたのは，文科省が大学設置基準を緩和して，
新規の大学の参入を容易にしたからである。なぜ設置基準を緩和したかと
いえば，そうすれば大学間の生き残り競争が激化し，結果的に，質の高い
教育を安いコストで提供できる「よい大学」だけが生き残り，そのハード
ルを越えられなかった「ダメ大学」は市場から淘汰される，教育行政の担
当者がそう考えたからである。その時点では合理的な判断のように思え
た。だが「大学を市場の淘汰にさらすことで大学教育の質を高める」とい
う計画は予定通りには進まなかった。参入条件を緩和したせいで大学は増
え続けたが，増えたほどに「ダメ大学」は減らなかったからである。／〔…〕
／競争させれば強者が生き残り，弱者は消える，このルールが学校教育に
根づかなかったのは，教育の本質が弱者たる幼い同胞の潜在可能性をどこ
までも信じることに存するからである。教育行政の要路にある人がこのこ
とに気づかなかったことに私は強い衝撃を受けるのである（内田，p. 9）。
　ユニヴァーサル段階に達した今日の大学教育が目標とするのは，苦しい〈修
行〉を克服した少数の〈超人〉を生み出すことではない。そこで必要なのは，
「弱者たる幼い同胞の潜在可能性をどこまでも信じ」（内田，p. 9），勉学などに
ついての具体的方法を提示し，一人一人に自己肯定感，達成感を与えつつ，で
きる限り多くの学生の水準を向上させることである。目指すべきはいたずらな
競争ではなく，共生である。〈ナンバーワン〉，あるいは〈オンリーワン〉の地
位に就けるのは一人でしかない。これに対して，実力ある者に原則として人数
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の制限はない。こうして底辺を拡大し，全体としての底上げを図ることは，こ
れに飽き足らず，さらに高い水準を目指そうとする意欲的な学生を生み出すた
めにも不可欠の前提である。
　何でもまなじりを決してがんばりさえすればよいというものではない。目標
と手段の関係を明確化し，両者を適合させたうえでの〈がんばり〉である。外
国語の勉学や運用には〈楽〉で効果的な方法の利用を追究することもまた必要
である。したがって，ドイツ語教育に必要なのは，こうした観点からも，多く
の〈普通の〉学生に向けて，実効性ある具体的な支援の方策を考え，提供する
ことである。
　ドイツ語文法それ自体についての教科書や参考書などは無数に出版されてい
る。これに対して，読解のために文法をいかに援用するかという観点から書か
れた書籍は，筆者の知る限りほとんど出版されていない。そこで今回と次回に
わたって掲載するのは，一年時に学ぶ文法を，〈読む〉という観点から整理し，
テクスト理解に戦術として役立てる方策，すなわち読解というオペレーション
（Operation）の一環を構成する〈Lesegrammatik（読解文法）〉の試みである。
　本来ならば，本稿は内容と形式の両面にわたってさらに十分な検討を加えた
うえで掲載することが望ましい。しかし残された時間と投入可能な労力は限ら
れている。そこで，筆者が担当する「ドイツ語読解法」をはじめとする授業時
に口頭で説明し，あるいは追加的に作成，配付した資料などをもとに，とりあ
えず現在の時点でできる限りのことを取りまとめてみた次第である⑵。
　このような作成の趣旨から，本手引きはドイツ語学的厳密性よりも，読解作
業に際して有用であるべく，概括化を優先した。また本来は，前回に扱った〈テ
クスト内容の概要把握〉と，今回ならびに次回で目標とする〈文の理解〉の間
に，テクスト構造に関する解説が必要である。しかしこれについては力及ばず，
適切な記述を試みることができなかった。可能であれば，後日の課題としたい。
184 文化論集第 41・42 合併号
184
　内容に関して忌憚のない意見を賜りたい。事の性格上，テクストは常に
kollektiv（共同的）に書かれるものである。可能であれば，いただいた意見も
参考にした上で改訂を試みたい。さらには拙稿を一つの契機として，あるいは
反面教師として，テクスト言語学の知見なども加え，読解作業に際しての文法
の利用に関するより良き手引きを執筆して下さる方の出現を期待してやまない。
　本稿の作成にあたって，同僚の Dr. Willi Lange 氏に例文の点検をはじめと
して多くの協力と助言をいただいた。この場を借りて，深く感謝の意を表した
い。
註
⑴　〈戦術〉と〈戦略〉に関しては，原口（2012），p.p. 258-259を参照。
⑵　今回掲載する内容は，次回に予定している〈ドイツ語読解の戦略と戦術 ⑶　─文法的戦術　⑵　
各種文法的困難への対処─〉（仮題）と一括して掲載する予定であった。しかし分量が過大となっ
たため，二回に分けることとした。
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 0.　はじめに
　本手引き⑴（原口，2012）では，読解過程と読解の戦略に加えて，読むにあ
たってまず最初に必要な戦術として，テクストの概要把握について述べた。テ
クストは一般に，文法的，論理的，内容的に相互に関連するいくつかの〈文〉
から形成される。そこで今回は，各文の理解の出発点として重要な定動詞の位
置と枠構造，そしてこれに基づき，複合文の分割と，文の文成分への分解の方
策を取りあげることとする。
　前回述べたように，ことばの理解にあたっては部分から全体へ，そして全体
から部分へと向かう二つの方向性が必要である。この点に関して，今回の本手
引きが主に扱うのは，全体から部分へ向けての文法的知識の活用法，すなわち，
堅固に構築されたテクストを文法的知識を援用して解体し，攻略するための基
本的な戦術的技法である。
 1.　文法利用の基本戦略
　〈文法〉とは，「自然言語に内在する規則性の総体」（ドイツ言語学辞典　
p. 331）である。具体的には，動詞や冠詞類などの語形変化（形態論），あるい
は語の配列に関するきまり（統語論）などである。しかし本手引き⑴でも述べ
たように，人間は語彙と文法だけでことばを理解しているわけではない。した
がって，文法を習得しなければテクストが理解できないというものではない。
しかし文法を身につけることによって，テクストの理解が促進され，容易化す
ることも確かである。そこでより良き読解のためには，文法の習得と利用が必
要である。しかし，厳に慎むべきは，こうした目的と手段の倒錯であり，文法
学習の自己目的化である。諸君の戦略目標はあくまでもテクストを理解するこ
とである。文法はそのために利用する戦術的手段の一つであり，目的ではない。
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文法など分からずとも，テクスト内容が理解できればそれにこしたことはな
い。しかしそうもゆかないので，文法を学び，その手助けを借りるのである。
両者のこうした関係を決して忘れないでほしい。関口は英語を例として，目的
と手段の関係について次のように述べている。
　昔の私もそうだったが，中学，高校で六年間英語を勉強して，それでも
まだ使えないというのは，もはや英語力の問題ではなく，要するに「外国
語はどう使ったらよいのか」，「外国人とはどのような言語コミュニケー
ションが必要なのか」という基本的な部分を理解できていない場合が多
い。そのくせ，学校の定期試験や受験勉強などで，知識としての英語だけ
は山ほど身につけている，知識としてだけの英語が，未整理のまま脳みそ
の中にごちゃごちゃと詰まっている。／たとえば，人はものを切るのにさ
まざまな道具を持っている。荷作りが終わって，あまった紐を切ろうとい
うとき，普通ははさみを用いる。だが，もしはさみが見あたらなかったら
……皆さんは紐を切るのをあきらめたり，近くの文房具屋にはさみを買い
に走ったりするだろうか。近くにカッターやナイフがあればそれでよし。
包丁だってかまわない。爪切りだって，普通の紐程度は切れる。スモーカー
の私などはいつでもライターで焼き切ってしまう。針金などだとペンチで
ないと切断できないので，途方にくれている人がいるが，同じ場所を何度
も折り返していれば，金属疲労でぽろりと折れてしまう。／学生と川原で
バーベキューをしたときのことだが，差し入れたワインがいつまでたって
も出てこない。どうしたのかと聞くと，
「栓抜きを忘れてきました」
近くに落ちている小枝をひろって，コルク栓を瓶の中に押し込むと，絶賛
されると思いきや，学生たちは一様に，
「信じられない，邪道だ！」
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といった表情。いつも授業の雑談などで，ワインの飲み方のマナーなどを
教えているだけに，さぞやあきれたことだろう。
　学校の英語の授業ではこんなめちゃくちゃな「邪道」は教えないから，
「紐ははさみで切る」といった「知識」だけがたまってしまう（関口，
p.p. 133-134）。
　関口が指摘するように，紐を切るためには，応急的にはナイフでもライター
でも構わない。しかし仕事などで，能率的に紐を切るためには，やはりはさみ
があったほうが便利であるように，よりよく読むためには文法が必要である。
またはさみがあれば，包丁に代わって肉や魚を切ったり，小枝の代わりにぶど
う酒の栓をあけたりすることもできる。これと同様に文法もいろいろな助けに
なる。要はこれを道具としてうまく使いこなすことである。
　上でもふれたように，テクストの理解は，語彙や文法といった言語的知識の
みならず，内容に関する非言語的知識などもすべて動員して行われる総力戦で
ある。しかしその中で，文法的能力が向上するということは，テクストの理解
に向けて利用可能な手段が増えることを意味する。これによって目標に対する
攻撃の道筋は多様化し，テクストの理解にあたって文法や語彙が不十分なとき
に内容的知識に援助を求めるように，今度は文法的経路による迂回や援護が可
能となる。また同時にいくつかの異なる経路からの理解を突き合わせ，相互牽
制を図ることは，思わぬ勘違いの暴走や誤解などに歯止めをかけ，テクストの
より正確かつ安定的した理解につながる。
　したがって，文法や語彙，あるいは内容的知識など個別的要素の拡充は，ま
ずそれ自体としての読解戦力の強化をもたらす。しかし何よりも意義が大きい
のは，このことによってテクスト理解に使用可能な戦術の選択肢と厚みがま
し，総合的なテクスト対処能力が向上することである。要はより良き関係性の
実現である。
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 1. 1.　〈訳〉と理解
　次の文を日本語で表現するとどうなるであろうか。
Das ist das Buch, das ich gestern gekauft habe.
　この文は関係文を含む複合文である。しかし短く，全体を容易に見通せるの
で，多くの諸君は瞬間的に〈これは私が昨日買った本だ〉と主文から関係文，
そして関係文から主文に戻って〈訳せる〉であろう。それでは次の文も日本語
で言ってみてほしい。これは，ドイツでは将来の展望が見えないことから，外
国に仕事を求める者が多いという今日のドイツの職人に関する記事の一部であ
る。
Das Einfamilienhaus, drei erwachsene Kinder und seine Ehefrau lässt er 
zurück, in der Hoffnung, dass sie ihm folgen wird, wenn alles gut geht. (Mei-
ster im Export, S.1)
　この文も複合文である。しかし dass と wenn に導かれる従属文を二つ含み，
最初の文に比べて長い。そこでこれを，〈すべてがうまくゆけば，妻が後から
来ることを願いながら，彼は家と三人の成人した子供たち，そして妻を後に残
してゆく〉と一気に日本語の語順できれいに述べるのはそれほど容易ではない
であろう。
　結論から言うと，テクストの内容を理解するに際しては，前から後へ，後か
ら前へ行きつ戻りつなどして，一文をまとめて整った日本語に〈訳す〉必要は
ない。日本語としての読みやすさ，分かりやすさ，美しさなどを考えて語彙を
選択し，文章を工夫する必要があるのは，ドイツ語を翻訳して出版する，ある
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いは仕事などで資料として翻訳し，上司に提出する，会議で使用するなどと
いった場合である。これに際しても，まず必要なのは，〈訳〉以前にドイツ語
の内容を的確に把握し，理解することである。訳文の作成はむしろ日本語を書
く能力の問題である。
　日本語とドイツ語では，ことばの配列のしかたが異なる。そこで日本語をド
イツ語に，ドイツ語を日本語に訳そうとすると，上のような行きつ戻りつが生
じる，しかし日本語でもドイツ語でも，ことばは時間の流れとともに，前から
後ろへ進むという点は同じである。またどの言語でも，情報提示の順序には合
理性がある。こうした点に関連して清野は次のように述べている。
　一般的に，どの言語でも情報は「定－不定の順番」で提示します。「既
知－未知」と言い換えてもいいです。相手が知っていることを最初に言っ
てから，知らない情報を言っていくのです（清野，p. 54）。
　何かについて述べようとするとき，まず，「何について述べるか」を言
うと分かりやすいですね。これを「テーマ」（「主題」）と言います。それ
について述べる部分を言語学の用語では「レーマ」（「陳述」）と言います。
情報伝達の観点から見た文の基本的な構造は，「テーマ・レーマ構造」で
す。つまり，文頭にテーマを置き，次にレーマを言うのです。次の文を見
てください。
Im Juni regnet es viel.　６月はよく雨が降る。
この文ではまず「６月に」をテーマとして提示しています。そして「雨が
よく降る」というレーマを述べます。Es regnet viel im Juni.「雨はよく
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降る６月に」という文も文法的に間違いとは言えませんが，誰もがすぐに
思い浮かべることができる時や場所をテーマにする方が自然な発想です
（清野，p. 56）。
　そして「文頭の位置は，前の文との連結点でもあります」（清野，p. 57）と
いうことも考慮するならば，われわれが日本語を前から後へと読むように，ド
イツ語を読むに際しても，ことばの流れに沿って前から後へと進めばよい。し
たがって，必ずしも主語から始める必要もない。一例として，次のような具合
にである：
★　 家と三人の成人した子供たち，そして妻を彼は後に残してゆく，〔dass 以
下のことを〕期待する中で，妻が後から来るということを，もしすべてが
うまくゆけば。
　このように各部分の内容が理解できれば，内容的観点から相互の関連を考え
て，この文が〈（自分が先に行って）すべてがうまくゆき，妻を呼び寄せられ
ることを願いながら，家と三人の成人した子供たち，そして妻を彼は後に残し
て（出発する）〉という内容であることは容易に理解されよう。その際に，文
法的側面からも各部分の関係が把握できれば理想的である。
　読解にあたって心がけるべきことは，語彙や文法といった言語的知識と，テ
クスト内容に関する知識を相互に連携させ，相互支援を図りつつ，この二つの
火点からテクストに対して〈十字砲火〉を浴びせることである。
　いずれにせよ，読解の目標は，〈訳す〉ことではなく，内容を〈理解する〉
ことである。そのためには文法，語彙，内容的知識などあらゆる面からの検討
が不可欠である。
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　以下では，例文に付した日本語による言い換え（Wiedergabe）は，基本的
にこのような考え方に基づいて行った。
 2.　定動詞・定動詞要素と主語の把握
　本手引き⑴で述べたように，テクストの理解にとってまず重要なのは，テク
スト全体の〈何がどうする〉を把握することである。このことは文の理解につ
いても同様である。文は定動詞を核とし，これに必要な情報を付加して形成さ
れる。そこで文の内容理解にとっての第一歩は，〈どうする〉を表す定動詞と，
〈何が〉を表す主語からなる文の骨格を把握することである。
 2. 1.　主語・述語・不定形・定動詞・定動詞要素・文成分
　文の主語になることができるのは，①１格の名詞あるいは代名詞，②名詞の
機能を持った文と句の二つだけである（清野，p. 42）。
　これに対して述語とは「主語の状態・行為を表す部分で，動詞が中心になっ
てできあがり」（清野，p. 43），「述語の動詞は『述語動詞』」と呼ばれる（清野，
p. 43　太字筆者）。
　不定形とは動詞の〈定まらざる形〉であり，英語の〈原形〉に相当する。辞
書での動詞の見出し語は不定形である。これに対して，不定形が主語の人称と
数などに応じて変化した形を定動詞ないしは定形と呼ぶ。trinken が不定形で
あるのに対して，ich trinke（私は飲む），sie trinken（彼らは飲む），er trank
（彼は飲んだ）などは定動詞である。
　これに対して「定動詞を補ったり，または定動詞と密接なつながりをもって
194 文化論集第 41・42 合併号
194
１つの概念を作るもの」（常木，p. 224）を「定動詞要素」（常木，p. 224）と呼
ぶ。
　現在完了形などでは，助動詞が定動詞であり，過去分詞などが定動詞要素で
ある。
　以下では定動詞は太字，主語は斜体で表し，それぞれV，Sと略記する。ま
た定動詞要素は 　　 で表す。
1） Ich habe das Buch schon gelesen.
 　 　　　　　　　　　　　　　　　過去分詞
　　その本は私はすでに読んだ。
2） Er kann sehr gut Italienisch sprechen.
　　 　　 　　　　　　　　　　　　　本動詞の不定形
　　イタリア語は彼はとてもじょうずに話せる。
　語順や文構造について論じる際に必要な概念に文成分がある。文成分とは，
文を構成する語や語群であり，副文や不定詞構文などが文成分となることもあ
る（言語学辞典，p. 818）。
3） Ich  /  wohne  /  jetzt  /  mit meiner Schwester  /  in Berlin.
　　私は今姉と一緒にベルリンに住んでいる。
　定動詞と定動詞要素は，文成分を統合する中核であることから，文成分に含
めないのが原則である。しかし 6. で見る〈結合価〉の理論によれば，3）の in 
Berlin という前置詞句は〈場所の補足成分〉という役割の文成分である。そし
て結合価の考え方は，内容面でのテクスト理解に際して文成分を把握する上で
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有用であることを考慮し，本資料では便宜的に定動詞要素は文成分でもあると
いう立場をとることとする。そこで 3）では，Ich ／ jetzt ／ mit meiner 
Schwester ／ in Berlin がそれぞれ文成分である。
　要は，文は単語を直接集積してではなく，文成分の集まりとしてできあがっ
ているということである。
 2. 1. 1.　定動詞・定動詞要素と枠構造
　定動詞要素は通常文末に置かれ，定動詞と共に形成される枠組を枠構造と呼
ぶ。清野は 2.1.2.～2.1.5. の四種類を挙げている（清野，p.p. 46-49）。
　枠構造を把握することは，5. で見るように，長文への対処にとって重要な手
掛りとなる。
 2. 1. 2.　助動詞と本動詞の結合
　1）'，2）' では，完了の助動詞や話法の助動詞を定動詞とし，過去分詞や不定
形を定動詞要素として枠構造が形成されている。
1）' Ich　habe　das Buch schon　gelesen.
　　　　　　 　　　　　　　　　　　定動詞要素（過去分詞）
　　　　　└────枠構造────┘
2）' Er　kann　sehr gut Italienisch　sprechen.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 定動詞要素（不定形）
　　　　　└─────枠構造─────┘
 2. 1. 3.　動詞と自立性のない目的語や副詞的成分の結合
4） Ich fahre jeden Tag Auto.
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　　私は毎日車を運転する。
　この Auto は定動詞 fahren の４格目的語である。しかし Auto には das など
の冠詞類がつくことはなく，いわば〈Auto fahren〉という二語からなる一つ
の動詞と化している。こうした関係がさらに強固となり，固定化したものが分
離動詞である。
 2. 1. 4.　動詞と方向規定句の結合
5） Ich gehe jeden Tag in die Stadt.
　　私は毎日町へ行く。
　ドイツ語では定動詞と方向規定句の結び付きが突出して強く（清野，p. 48），
こうした場合もいわば〈in die Stadt gehen〉という一まとまりの動詞となっ
ている。
 2. 1. 5.　コピュラ動詞と述語句
　コピュラ動詞とは「『A は B である』というように，主語と述語をイコール
の関係で結び付けるような動詞」（清野，p. 49）である。seinを典型とし，そ
のほかに werden（～になる），bleiben（～にとどまる）もこれに含まれる。
　このように〈A （主語） ist （wird, bleibt） B 〉という関係が成り立つ場合に，
B を述語内容語という。これにはさらに，6）の Ärztin のような述語名詞と 7）
の jung のような述語形容詞の二種類がある。述語内容語は英文法の〈補語〉
に相当する。なお述語名詞は主語と同様に１格である。
6） Sie ist seit zwei Jahren Ärztin.
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　　彼女はすでに大学生である。
7） Sie sind noch jung.
　　彼らはまだ若い。
　したがって，文の〈何がどうする〉を把握するということは，具体的には文
中の１格ないしはそれに相当する文成分と定動詞・定動詞要素を突き止めるこ
とである。
　なお枠構造は，定動詞と定動詞要素の間に形成される以外にも，分離動詞の
基礎動詞と前つづり，副文における従属接続詞と定動詞の間などにも見られ
る。従属接続詞については 3.3.1. を参照されたい。
　分離動詞の前つづりは 　　 で示す。
8） Ich　bringe　morgen das Buch in die Bibliothek zurück.
　　　　　 基礎動詞
　　　　　└────────枠構造────────┘
　　私は明日この本を図書館に返却する。
 3.　定動詞と主語の位置
　定動詞を把握する手掛かりの一つは，主語の人称と数に対応するその語尾で
ある。直説法現在の場合，語尾は次のようになる：ich: -e, du: -st, er: -t, wir: 
-en, ihr: -t, sie: -en, Sie: -en. しかしこれらの語尾で終わる語は定動詞以外にも多
い。
　主語についても事情は同様である。主語は１格である。そこで定冠詞の場合，
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男性名詞では der，中性名詞では das，女性名詞と複数形の場合は die である。
しかし der は女性名詞と複数形の２格，女性名詞の３格にも用いられる。また
無冠詞の名詞が主語となることもある。さらに，１格は述語内容語である場合
も考えられる。
　このように語形のみを手掛かりとして定動詞や主語を見つけるのは容易では
ない。これに対して，その位置はドイツ語では明確に定められており，定動詞
は原則として文中の二番目か文末，あるいは文頭のいずれかに置かれる。そこ
で詳しくは以下に述べるように，この三種類の位置を手掛かりとし，語形も利
用しながらまず定動詞を突き止め，それと連動して主語を捕捉することが確実
かつ有効である。
 3. 1.　定動詞が文中の二番目に置かれる場合
　平叙文では，英語の〈S＋V〉文型のように，主語＋定動詞という語順がド
イツ語でもよく使われる。このように，主語に続いて定動詞を文中の二番目に
置く配列を〈定動詞正置〉という。
　①，②などは位置の順番を表す。
9） Ich　spiele　oft mit meinen Freunden Tennis.
　　　①　　　②
　　私はよく友人たちとテニスをする。
　しかしドイツ語は英語とは異なり，主語以外の文成分が文頭に置かれること
もごく普通に行われる。そうした場合でも，定動詞は二番目に置かれる。
　しかし語順を数える際に注意してほしいのは，語によってではなく，文成分
を単位とするとう点である。したがって〈定動詞は二番目〉とは，〈二つ目の
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単語〉ということではなく，文成分を単位として数えて二番目の位置というこ
とである。主語以外の文成分が文頭に置かれる場合，原則として主語は定動詞
の後，すなわち三番目に置かれる。このように〈定動詞＋主語〉という語順で
配列される場合を〈定動詞倒置〉と呼ぶ。
9）' Oft spiele ich mit meinen Freunden Tennis.
 　 ①　　 ②　　③
　　よく私は友人たちとテニスをする。
9）'' Mit meinen Freunden spiele ich oft Tennis.
　　　　　　　　　①　　　　　　　②　　③
　　友人たちと，私はよくテニスをする。
9）''' Tennis spiele ich oft mit meinen Freunden.
  　　①　　　②　　③
　　テニスを私はよく友人たちとする。
1）'' Das Buch habe ich schon gelesen.
  　　 ①　　　　②　 ③　　　　　過去分詞
　　その本は私はすでに読んだ。
2）'' Italienisch kann er sehr gut sprechen.
  　　　①　　　　②　　③　　　　　　　不定形
　　イタリア語は彼はとてもじょうずに話すことができる。
　疑問詞を用いる疑問文も，定動詞倒置である。
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10） Wohin gehen Sie so spät?
  　 ①　　　②　　③
　　あなたはどこに行くのですか，こんなに遅く。
　いずれの場合にも②の位置に定動詞が置かれ，主語はその前（定動詞正置）
か後（定動詞倒置）に配置されることをよく身につけてほしい。そのためには
こうした短い例文を繰り返し音読するのも一つの有効な方法である。
 3. 2.　接続詞と語順
　接続詞について詳しくは，今後予定している〈語彙的戦術編〉で取り上げる
予定である。しかし，〈並列接続詞〉，〈接続副詞〉，〈従属接続詞〉の三種類か
らなるドイツ語の接続詞は，それぞれ語順と密接に関係する。そこで今回はこ
の点に絞って取り上げたい。
 3. 2. 1.　並列接続詞と語順
　並列接続詞は，「『文と文の間に置かれる』もの」（清野，P. 266）であるこ
とから，文成分ではない。したがって並列接続詞は語順の勘定には算入されな
い。ことばを変えて言えば，並列接続詞はいわば〈０番〉と数えられる。よく
使われるものに，und（順接・そして～），aber（反意・しかし～），oder（選
択・あるいは～），denn（根拠・というのは～）がある。
　並列接続詞は 　　 で表す。
11） Er ist sehr groß. Aber sein Vater ist nicht so groß.
  　　　　　　　　　　　⓪　　　　①　　　②
　　彼はとても背が高い。しかし彼の父はそれほど大きくない。
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 3. 2. 2.　接続副詞と語順
　接続副詞は，本来は副詞である。しかしこれは文頭に置かれた場合，接続詞
としても機能する。そこで接続副詞は語順の上からは，主語以外の文成分と同
様に取り扱われる。したがって 12）では，deshalb が文頭に置かれると，定動
詞倒置の原則により，二番目が定動詞，そして三番目に主語という語順となる。
　接続副詞は 　　 で表す。
12） Er muss morgen das Referat abgeben. Deshalb kommt er heute nicht zur Party.
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①　　　 ②　　③
　　 彼は明日レポートを提出しなければならない。だから，彼は今日パー
ティーに来ない。
 3. 2. 3.　従属接続詞と語順
　これについては，〈3.3.1. 従属接続詞による場合〉を参照のこと。
 3. 3.　定動詞が文末の場合
 3. 3. 1.　従属接続詞による場合
　「それだけで独立しており，単独で扱うことのできる文」（清野，p. 38）を主
文，これに対して，「他の文，または他の文の一部に依存して存在する文」（清
野，p. 38）を副文と呼ぶ。副文には従属接続詞や疑問詞に導かれる従属文，関
係代名詞・関係副詞に導かれる関係文がある。
　13）では，Wir bleiben heute zu Hause,（私たちは家にいる）が主文であり，
従属接続詞 weil によって導かれる weil das Wetter schlecht ist.（なぜならば
天気がわるいので）が副文である。副文では，定動詞は文末に置かれる。これ
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は〈定動詞後置〉と呼ばれる。
　従属接続詞とこれに準じて用いられる疑問詞は 　　 によって表す。
13） Wir bleiben heute zu Hause, weil das Wetter schlecht ist.
　　 └────主文────┘　　 └──副文（従属文）──┘
　　私たちは今日家にいる，なぜならば天気が悪いので。
13）' 　 Weil das Wetter schlechtt ist, bleiben wir heute zu Hause.
　　　　└── 副文（従属文）── ┘　　└───主文───┘
　　天気が悪いので，私たちは今日家にいる。
　13）ではコンマを境に前半が主文で，後半が従属文である。主文が定動詞正
置であるのに対して，従属文では，weil という従属接続詞があることから，
定動詞は文末に置かれる。
　13）' は逆に，前半が従属文であるのに対して，後半が主文である。weil とい
う従属接続詞があることから，従属文で定動詞が後置されることは 13）と同様
である。
　これに対して，13）' の主文において，定動詞は〈bleiben wir〉と倒置されて
いる。これは Weil から zu Hause までの文全体として考えた場合，Weil から
ist までの従属文が，一個の文成分として文中の第一番目の位置を占めるから
である。そこで定動詞倒置の原則によって，主文の定動詞（bleiben）がその
次に，そして主語は三番目の位置に置かれる。
　このように，副文が前，主文が後という順序で配列される場合には，主文の
定動詞は，副文との区切りのコンマの直後，すなわち主文の文頭に置かれる。
　3.1. の 9）''〈Mit meinen Freunden spiele ich oft Tennis.〉という定動詞倒置
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の例文で，文の第一番目の位置を占めているのは〈Mit meinen Freunden〉と
いう語群であった。これに対して，13）' の場合は副文という文である。しかし
語，語群，文の別を問わず，何らかの文成分が文の第一番目の位置を占めれば，
定動詞はその次に置かれる。
　14）と 14）' は副文が現在完了形の場合である。この場合，定動詞は完了の助
動詞 haben であることから，それぞれこのような語順となる。
14） Ich habe nicht gewusst, dass er heute kommt.
　　└───主文───┘　　 └──副文──┘
　　私は知らなかった，彼が今日来るということを。
14）' Dass er heute kommt, habe ich nichit gewusst.
　　 └──副文──┘　　└───主文───┘
　　彼が今日来るということを，私は知らなかった。
 3. 3. 2.　疑問詞による場合
　疑問詞は疑問文のみならず，従属接続詞に準じて，副文を主文に従属させる
場合にも用いられる。この場合も定動詞は文末に置かれる。
15） Ich weiss nicht, warum sie jeden Sonntag nach Tokio fährt.
　　└─主文─┘　　└───────副文───────┘
　　私は知らない，なぜ彼女が日曜日ごとに東京に行くのかを。
15）' Warum sie jeden Sonntag nach Tokio fährt, weiss ich nicht,
　　　└───────副文───────┘　　└─主文─┘
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　　なぜ彼女が日曜日ごとに東京に行くのかを，私は知らない。
 3. 3. 3.　関係代名詞・関係副詞による場合
　関係代名詞・関係副詞を介して主文に接続される関係文も副文である。した
がって定動詞は後置される。
　関係代名詞・関係副詞は 　　 によって表す。
16） Das ist der Wein, den ich oft trinke.
　　これはぶどう酒である，それを私はよく飲む。
17） Wer reich ist, ist nicht immer glücklich.
　　富める者が常に幸福であるわけではない。
　Wer reich ist という関係文は，Wer から glücklich までの文全体の中で，主
語として機能している。
18） Was er sagt, ignorieren die Leute oft.
　　彼が言うことを，人々は無視する，しばしば。
　Was er sagt という関係文は，Was から oft までの文全体の中で，ignorieren
の目的語として機能している。
19） Das ist das Kaufhaus, wo ich seit einem Jahr arbeite.
　　これは百貨店である，そこで私は一年前から働いている。
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 3. 4.　定動詞が文頭の場合
　定動詞が文頭に来るのは次の三つの場合である。主語は定動詞の次に置かれ
ることから，これらも定動詞倒置である。
 3. 4. 1.　決定疑問文の場合
　決定疑問文とは，ja か nein で答える疑問文である。
20） Wohnen Sie in Bonn?
　　あなたはボンにお住まいですか。
　　Ja, ich wohne in Bonn.      Nein, ich wohne in Frankfurt.
　　はい，私はボンに住んでいます。　 いいえ，私はフランクフルトに住んで
います。
 3. 4. 2.　命令文の場合
21） Gib mir ein Glas Wasser!
　　水を一杯くれ。
22） Geben Sie mir bitte ein Glas Wasser!
　　水を一杯ください。
 3. 4. 3.　wenn の省略の場合
23） Ist das Wetter schön, gehen wir spazieren.
　　天気が良いときには，私たちは散歩します。
←　23）' Wenn das Wetter schön ist, gehen wir spazieren.
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　　　　天気が良いときには，私たちは散歩します。
　〈条件〉や〈認容〉などで用いられる〈wenn〉は 3.3.1. で見た従属接続詞で
ある。そこでこれが文頭に来ると，定動詞は 23）' のように，従属文の文末に
置かれる。しかしwenn は省略されることがある。その場合，定動詞は 23）の
ように文頭に置かれる。このことは，一年生用の教科書などに記載されること
が少ない。しかし実際のドイツ語ではしばしば用いられる。
　定動詞が文頭にある場合，文末に疑問符（〈?〉）があれば疑問文，感嘆符（〈!〉）
があれば命令文である。
　wenn に導かれる従属文は，条件や認容の表現に用いられることから，コン
マを介して帰結部である主文が連続することが多い。そこで疑問文と命令文以
外で定動詞が文頭にあり，コンマをはさんでなお文が続くような場合は，
〈wenn の省略〉を疑ってみるとよい。
 4.　sein/werden/haben を定動詞とする枠構造
　sein/werden/haben は，基本動詞中の基本動詞であり，ドイツ語のものの
見方の「中核となる動詞」（関口，p.p. 4 -16）である。そこでここでは，sein/
werden/haben と定動詞要素を組み合わせて形成されるさまざまな枠構造を整
理，概観したい。
 4. 1.　sein と定動詞要素
  【～（主語）は／が～（定動詞要素）である】
　sein とは記号で表せば，主語と定動詞要素をつなぐ〈＝〉である。したがっ
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て〈S sein ～（定動詞要素）〉という文型は，広く〈主語が定動詞要素の意味
する状態にあること〉を表している。
①　S＋ sein＋述語名詞
24） Er ist Arzt.
　　　Ｓ　＝ 述語名詞
　　彼は医者である。
②　S＋ sein＋述語形容詞
25） Er ist noch jung.
　　　Ｓ　＝　　 述語形容詞
　　彼はまだ若い（である）。
③）　いわゆる〈現在完了形〉
  （sein＋場所の移動・状態の変化を表す自動詞，sein，bleiben の過去分詞）
26） Er ist ins Kino gegangen.
　　　Ｓ　＝　　　　　　 過去分詞
　　彼は映画に行った。
　　←　彼は，映画に行ってしまった（という状態）である。
　日本語には過去分詞が存在しない。そこでその意味内容と機能がいま一つ分
かりにくい。他動詞（４格目的語をとる動詞＝完了形は haben で作る）の場
合は，一般に〈～される〉，〈～された〉という受動を表す。これに対して自動
詞（目的語をとらない，ないしは４格以外の目的語をとる動詞）の中で，sein
によって完了形を作る動詞は〈～した〉という〈完了〉を表す（清野，p.p. 96 -
99）。
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　歴史的には，sein＋過去分詞による完了形の起源はおおよそ次のようなもの
である。
　sein 支配の動詞の完了形は，もともと，「…した者（物）である」とい
う意味です。たとえば，Er ist gestorben. は，Er ist ein Gestorbener.「彼
は死んでいる人だ」という意味でした（清野，p. 97）。
　しかし，英語の現在完了形が，一般に〈現在の状態〉を表す傾きがあるのに
対し，今日のドイツ語の現在完了形は過去形と等価となっている（池上，p. 77）。
④　いわゆる〈状態受動〉
  （sein ＋ haben 支配の動詞の過去分詞）
27） Die Tür ist schon geschlossen.
　　　　 Ｓ　　 ＝　　　　　　過去分詞
　　扉はすでに閉まっている。
　　←　扉は，すでに閉められている（という状態）である。
　この geschlossen は過去分詞である一方，形容詞とも考えられる。どちらで
あるかは解釈の問題であり（清野，p.p. 226 -227），後者であるとするならば，
④は②に含めることも可能である。
⑤　 いわゆる〈動作受動の完了形〉
  （sein ＋ haben 支配の動詞の過去分詞 ＋ worden）
28） Eine neue Bibliothek ist schon gebaut　　 worden.
　　　　　　　　Ｓ　　　　　　＝　　　　 過去分詞　werden の過去分詞
　　新しい図書館はもう建てられた。
209ドイツ語読解の戦略と戦術　⑵
209
　　←　 新しい図書館は，もう建てられた（という状態）になった（worden）
である。
　worden は動作受動の完了形にしか用いられない語である。したがって文末
を見てworden があれば，必ず動作受動の完了形である。
⑥　いわゆる〈sein ＋ zu 不定詞　構文〉
29） Die Tür ist leicht zu öffnen.
　　　　 Ｓ　　 ＝　　　　 zu　不定詞
　　その扉は簡単に開く（開けられる）。
　　←　その扉は，簡単に開く（という方向を向いた状態）である。
30） Die Arbeit ist bis Montag zu machen.
　　　　　 Ｓ　　　＝　　　　　　　　zu　不定詞
　　その仕事は月曜日までに行われなければならない。
　　←　 その仕事は，月曜日までに行われる（という方向を向いた状態）であ
る。
　29），30）における〈zu〉は，本来到達点を表す前置詞である。記号で表す
と〈　→・　〉である。したがってこれらの文は〈扉　＝　〔→　öffnen〕〉，〈仕
事　＝　〔→　machen〕〉ということを表している。
　29）のように受動の可能（können）か，30）のように受動の必然（müssen）
のいずれの意味合いになるかは各文成分の関係や前後の脈絡などによる。
　sein＋定動詞要素によって形成される①～⑥の諸形式は，一般に〈完了形〉，
〈受動態〉，〈zu＋不定詞構文〉など，異なる文法上のレッテルを貼られてばら
ばらに扱われる。しかし，定動詞要素が名詞，形容詞，過去分詞などであると
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いう違いを超えて，いずれもその根本において〈～（主語）は／が　～（定動
詞要素）である〉ことを表している。
 4. 2.　 werden と定動詞要素
  【～（主語）が ～（定動詞要素）になる】
　sein が〈＝〉であり，〈主語がある状態にあること〉を表すのに対して，
werden は〈主語が定動詞要素によって表されている状態に変化・移行するこ
と〉を表す。これを記号で表現すれば〈　⇒　〉である。
①　S ＋ werden ＋述語名詞
31） Er wird Arzt.
　　　Ｓ　 ⇒　述語名詞
　　彼は医者になる。
②　S ＋ werden ＋述語形容詞
32） Das Problem wird Tag für Tag größer.
　　　　　　Ｓ　　　　 ⇒　　　　　　　　　述語形容詞
　　問題が日ごとに大きくなる。
　　←　問題が日ごとに大きい（という状態）になる。
③　いわゆる〈未来形〉
  （S ＋ werden ＋ 不定形）
33） Er wird bald nach Deutschland fahren.
　　　Ｓ　 ⇒　　　　　　　　　　　　　　　 不定形
　　彼は近いうちにドイツに行くであろう。
　　←　彼は近いうちにドイツに行く（という状態）になる。
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④　接続法Ⅱ式の言い換え
  （S ＋ würde ＋ 不定形）
34） Ich würde ein neues Auto kaufen, wenn ich viel Geld hätte.
 　　Ｓ　　 ⇒　　　　　　　　　　　 不定形
   私は新しい車を買うのだが（!），もしお金をたくさん持っていれば（しか
しお金がないので買えない）。
  ←　 私は車を買う（という状態）になるであろう，もしお金をたくさん
持っていれば。
⑤　いわゆる〈動作受動〉
  （S ＋ werden ＋ haben 支配の動詞の過去分詞）
35） Eine neue Bibliothek wird hier bald gebaut.
　　　　　　　　Ｓ　　　　　　　⇒　　　　　　　過去分詞
　　新しい図書館が間もなくここに建てられる。
　　←　新しい図書館が間もなくここに建てられる（という状態）になる。
　以上のように，これらの諸形式は，定動詞要素が名詞，形容詞，不定形等で
あるという違いを超えて，いずれもその根本において〈～（主語は／が～（定
動詞要素）になる〉ことを表している。
 4. 3.　 haben と定動詞要素
  【～（主語）が　～　（定動詞要素／４格目的語）を持つ】
  ←【主語から見て　～（定動詞要素／４格目的語）が存在する】
　〈私は仕事がある〉はロシア語では次のように表現される。
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36） 　У　　меня　　есть　　дело.
　　には　　私　　 ある　　仕事が。
37） *Bei　　mir　　ist　　Arbeit.
  註　＊は非文（文法的に正しくない文）を表す。
　日本語とロシア語では，いずれも sein 系統の動詞である〈ある〉，〈есть〉
が用いられ，仕事は〈私〉と関係しつつ存在しているかのような表現型となっ
ている。これに対してドイツ語では，sein による〈Bei mir ist Arbeit〉という
表現は通常用いられず，これに代わって haben と４格目的語が用いられる。
　haben を定動詞とする文の４格目的語は 　　 で表す。
38） Ich habe Arbeit.
　　私は仕事を持っている。
　こうした sein と haben の関係について関口は次のように述べている。
　〔…〕，〈Ich bin…〉というのは，環境の中で主体たる〈私〉がどのよう
に存在しているかということを述べたものです。それに対して〈Ich 
habe…〉は，日本語では〈私は……を持つ〉と訳しますが，別の見方をす
れば，自分の周囲の環境の中にあるものが存在しているということなので
す。〈私は仕事があります〉─日本語のこの文は，私をとりまく環境の中
に〈仕事〉が存在しているということを文字通り表現しています。ドイツ
語の Ich habe Arbeit. も，その意味では〈所有する〉という感覚よりも，
仕事を含んだ環境を持っているというように理解すると，日本語の〈ある〉
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と haben の共通性がよく理解できるのではないでしょうか（関口，p. 10）。
　こうした haben と sein の関係の背後にあるのはつぎのような事情である。
　「私ノソバニ机ガアル」は WTH Y BE X という形で存在を表している
表現であるが，〈有生〉のもの，とりわけ〈人間〉に何かが近接している
ということは，その人間がそれを自己の支配下に置いている（つまり，〈所
有〉している）という捉え方と自然に結びつく。このような意味上のつな
がりをきっかけにして，WTH Y BE Xという本来〈存在〉の表現型であっ
たものが〈所有〉の表現の型として転用される（池上，p.p. 71-72）。
　したがってhabenは，ある場の中に存在するいくつかの項の一つを，〈主語〉
に〈昇格〉させるに伴って，他の項（この場合は〈仕事〉）を４格目的語化し，
これを主語が「自己の支配下に置いている（つまり〈所有〉している）」（池上，
p. 71）かのように擬して表す動詞である。ここでは両者の関係を仮に〈 П 〉
で表すこととする。
①　haben ＋４格目的語
39） Er hat einen Bruder.
　　　Ｓ　 П
　　彼は一人の兄／弟を持っている。
　　←　彼には一人の兄／弟がある（いる）。
②　いわゆる〈現在完了形〉
  a（haben ＋ 過去分詞）
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40） Er hat heute lange getanzt.
　　　Ｓ　П　　　　　　　　 過去分詞
　　　彼は今日長時間踊った。
　　　←　彼は長時間踊った（という状態）を持つ。
　　　←　彼には今日長く踊ったという状態がある。
③　いわゆる〈現在完了形〉
  b（haben ＋４格目的語 ＋ 過去分詞）
41） Er hat das Buch gelesen.
　　　Ｓ　П　　　　　　　過去分詞
　　彼はその本を読んだ。
　　←　彼はその本を読まれた（という状態）で持つ。
　　←　彼にはその本は読まれたという状態である。
　haben による完了形の起源について，清野は次のように述べている。
　現在完了形は，10世紀頃，一種の状態表現から出発したとされています。
つまり，das Buch gelesen habenは「その本を読まれた状態で持っている」
という意味だったのです。それが，時代とともに「その本を読んだ」に変
化していきました。getanzt haben「踊った」など，haben で完了形を作
る自動詞は，他動詞の現在完了形をまねる形で（言語学では「類推による
形成」と言います），後からできあがってきました（清野，p. 97）。
④　いわゆる〈haben ＋ zu 不定詞 構文〉
42） Er hat das Buch bis morgen zu lesen.
　　　Ｓ　 П　　　　　　　　　 　　　　 zu　不定形
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　　彼はその本を読まなければならない。
　　←　彼はその本 を読む（という方向）に向けて持つ。
　　←　彼にはその本は読む（という方向）に向けてある。
　①と②，③，④の形式は通常区別して扱われる。しかしこれらの表現形式は，
主語が何らかの事物ないしは状態を〈所有〉しているかのような形をとること
によって，主語から見てこれらの事物や状態が存在していることを表している
という点では共通している。
　以上のことから，文を読むにあたっては，定動詞をその位置などによってま
ず捕捉する。そしてこれが sein, werden, haben であれば，主語，文末要素，
４格目的語も合わせて，文の〈何がどうである〉，〈何がどうなる〉，〈何が何を
どう持っている＝何にとって何がどのようである〉という骨格をつかむこと
が，文内容の〈肉付け〉部分の理解にとって出発点となる。
 5.　複合文の分割
　テクストの理解を困難にする要因の一つに〈長文〉が挙げられる。長文はい
くつかの部分文から構成される複合文であることが多い。これには主文と副文
によって構成される場合と，独立したいくつかの主文からなる場合がある。後
者は文結合とも呼ばれる。その一例である 43）は，43）' の二文を一文にまとめ
たものである。
43） Ich bin gestern in die Stadt gefahren, aber heute bleibe ich zu Hause.
　　私は昨日は町に出かけたが，今日は自宅にいる。
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43）' Ich bin gestern in die Stadt gefahren. Aber heute bleibe ich zu Hause.
　ここでは 2. と 3. で見た定動詞の位置と文構造の知識を応用して，長い複合
文への対処の方策について考えたい。
　複合文のように構造が複雑で理解が困難な大敵を相手とするとき，その全体
に対していきなり真正面から突撃するのは愚かである。まず必要なのは偵察で
あり，敵の力を弱め，相対的に自らの力を強める準備工作である。これは弱者
が強者を倒そうとするときにとりわけ必要な方策である。
　また大工など職人には〈段取り八分〉ということばがある。これが意味する
のは，仕事の多くは準備や下ごしらえであり，また逆にこれが十分にできてい
れば，仕事は八割がたできあがったも同然ということである。
　結論から言うと，複合文への対処の鉄則は，まず文中に何らかの切れ目をで
きる限り多く見つけ出し，複合文を主文，従属文，関係文など，いくつかの短
い部分文に分断したうえで，個別撃破を図ることである。そのうえで相互の関
係を考えればよい。
 5. 1.　目に見える文の切れ目
　上に述べた長文への対処の基本的方策を体験的に身につけるために，課題１
～９に取り組みつつ，テクストを読んでみてほしい。それに際しては，最初に
何度か通読し，部分的，断片的でも構わないので，辞書なしでできる限りの理
解をまず行ってみること。そのうえで，定動詞や定動詞要素など，どうしても
必要と思われる／気になる語のみについて狙撃的に辞書を引いて再度内容理解
を試みる。それでも分らない場合は〈助言〉を読んでさらに考え，あるいは追
加的に辞書を引いてさらに内容理解につとめてほしい。〈解説〉と〈★〉で示
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す日本語による言い換えを見るのは最後にすること。
課題　１
　次のテクストはドイツの女子学生が望む子供の数と出産の現実に関する解説
の一部である。文はどこで区切れるであろうか。またどれが定動詞と主語で，
定動詞が sein/werden/haben の場合，どれが定動詞要素であろうか。
44） Großfamilien werden zur Ausnahme: Gerade mal jede zwölfte Akademi-
kerin hat drei oder mehr Kinder. Eine Ursache ist , dass viele 
Hochschulabsolventinnen erst schwanger werden wollen, wenn sie eine 
sichere berufliche Position erreicht oder ausreichend Berufserfahrung gesam-
melt haben.　(Ja zum Beruf, Nein zum Kind)
助言
　文の切れ目でもっとも分かりやすいのは，プンクト（Punkt〈．〉）である。
これは一文の終了を表わす。同様に分かりやすいのはコンマ（Komma〈，〉）
である。これは主文と副文，zu 不定句の区切りなどとして置かれる。ゲダン
ケンシュトリヒ（Gedankenstrich〈 - 〉）は，思考の中休みの他，何らかの対
比など，コンマに準じた形で用いられる。またドイツ語でよく使用される記号
にドッペルプンクト（Doppelpunkt〈：〉）がある。これは前に述べたことを
さらに詳細に説明したり，例を挙げる場合などに用いられる。いわば〈すなわ
ち〉である。
　いずれにせよ，コンマやゲダンケンシュトリヒ，ドッペルプンクトなどは〈準
プンクト〉である。これらは文の何らかの切れ目を表している。ドイツ語では
副文や長い zu 不定句の前などにはコンマが置かれることから，英語に比べて
コンマが多く，目に見える切れ目の手掛かりは多い。
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　haben は主語のほかに通常４格目的語を伴う。また，erreichen（達成する，
手に入れる），sammeln（集積する）とくれば〈何が？〉，〈何を？〉が問題と
なるであろう。各文の意味内容を考えるにあたっては，これらについて思いを
めぐらして，再読してみてほしい。理論的背景については 6. で述べる。
解説
① Großfamilien werden zur Ausnahme: ／ ② Gerade mal jede zwölfte Aka-
demikerin hat drei oder mehr Kinder. ／ ③ Eine Ursache ist, ／ ④ dass viele 
Hochschulabsolventinnen erst schwanger werden wollen, ／ ⑤ wenn sie eine 
sichere berufliche Position erreicht ／ ⑥ oder ausreichend Berufserfahrung 
gesammelt haben.
　①，②などは部分文の整理番号を表す。
　最初の四つの切れ目はプンクトとコンマ，ドッペルプンクトによって一目瞭
然である。これに対して，⑤と⑥の間の切れ目は，5.2. で扱う〈目に見えない
文の切れ目〉である。
　③の ist の定動詞要素は④の dass に導かれる従属文であり，その定動詞
wollen の定動詞要素は schwanger werden（妊娠状態となる）である。副文な
のでこのような語順となる。また⑥の文末の haben は，⑤の erreicht と⑥の
gesammelt という二つの定動詞要素の定動詞を掛持ちしている。⑤と⑥は次
のような二文を一文にまとめたものである。
～, wenn sie eine sichere berufliche Position erreicht (haben), oder (wenn sie) 
ausreichend Berufserfahrung gesammelt haben.
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　なお②では，主語である jede zwölfte Akademikerin に，これを修飾する
Gerade mal（わずかに，かろうじて）が付加されている。その結果，主語が
二番目，定動詞が三番目の位置に来ている。2.で述べた定動詞と主語の位置は，
このような理由から若干変動することがある。
★　 大家族は例外になりつつある。かろうじて十二人に一人の大学出の女性が
三人，あるいはそれ以上の子供を持っている。原因の一つは〔dass 以下
のこと〕である。大学を卒業した多くの女性が〔wenn 以下の時に〕はじ
めて妊娠しようとすること。彼女たちが確かな職業上の地位に到達したと
きに。あるいは十分に職業経験を積んだ時に。
　以上のように，プンクト以外にもコンマやドッペルプンクト，ゲダンケン
シュトリヒなど，目に見える切れ目で区切るだけでも文は短くなり，わかりや
すくなるはずである。
 5. 2.　目に見えない文の切れ目
課題　２
　次のテクストは，腕利きの給仕長に対するインタヴューの前書きである。文
はどこで区切れるであろうか。またどれが定動詞と主語であろうか。
45） Oberkellner Lars Hentschel arbeitet seit 20 Jahren im feinen Hamburger 
„Hotel Atlantic“. Im Interview spricht er über nationale Klischees und erzählt 
von seinen interessantesten Gästen.　(Von Beruf Edel-Kellner S. 1)
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助言
　切れ目が分からなければ，まず定動詞と主語を見つけてみてほしい。複合文
はいくつかの部分文から成り立っている。このような複数の文を一つにまとめ
る際には何が用いられるであろうか。
　各文の意味内容を考えるにあたっては，arbeiten と来れば，〈誰が？〉以外
に〈いつ？〉，〈どこで？〉などが問題となろう。また，sprechen， erzählen で
は，主語と共に〈何について？〉が最も重要な問題となるであろう。
解説
① Oberkellner Lars Hentschel arbeitet seit 20 Jahren im feinen Hamburger 
„Hotel Atlantic“. ／ ② Im Interview spricht er über nationale Klischees ／ ③
und (er) erzählt von seinen interessantesten Gästen.
　プンクト以外の切れ目は③の und の前である。②の主語である er は定動詞
spricht のみならず，③の定動詞である erzählt の主語も兼務しており，次のよ
うな二文が und によって一文に結合されている。
Im Interview spricht er über nationale Klischees. Und (er) erzählt von seinen 
interessantesten Gästen.
　このように，複数の文がしばしば und や oder によって一文にまとめられ，
定動詞や主語の繰り返しが回避されていることがある。そこで重要なのが，文
中に潜んでいる等位接続詞，とりわけundと oderの発見に努めることである。
コンマは und の前には置かれず，oder の前には置かれないことがしばしばあ
るので要注意である。逆に言えば，und と oder が目に入った時には，前後の
文間における主語や定動詞の掛持ちの有無などについて注意を払う必要がある。
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　一般に長文には，このような〈目に見えない切れ目〉が含まれていることが
少なくない。これを利用して，目に見える切れ目以外でも分割を図ることに
よって，文はさらに短く，見通しやすく，わかりやすくなるはずである。
★　 Lars Hentschel 給仕長は20年前からハンブルグの高級な「ホテル　アトラ
ンティック」で働いている。インタヴューの中で，彼はいろいろな民族に
ついてのステレオタイプについて話している。そして（彼は）彼のきわめ
て興味深い客たちについて語っている。
課題　３
　次のテクストは，ベルリンの壁が崩壊した時の体験に関するあるジャーナリ
ストへのインタヴューの一部である。文はどこで区切れるであろうか。そして
どれが定動詞と主語で，また定動詞が sein/werden/haben の場合はどれが定
動詞要素であろうか。
46） Gegen halb acht Uhr abends rief mich ein Freund an, der die Nach-
richten im Deutschlandfunk gehört hatte. Ich selbst war gerade auf dem 
Sprung, denn um acht war ich mit dem ehemaligen Kanzleramtsminister von 
Willy Brandt, Horst Ehmke, zu einem Essen mit einigen französischen Jour-
nalisten verabredet. Ich habe Ehmke sofort davon erzählt und seine spontane 
Reakion war: Damit hat Willy Brandts Entspannungspolitik gesiegt. („Der 
Mauerfall ist Teil meiner Biografie“ S. 1）
助言
　切れ目が分からなければ，定動詞と定動詞要素，主語を手掛かりとして，ど
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こに枠構造があるかを見つけること。
　意味内容を考えるにあたっては，課題１，２の場合のように，それぞれの文
の定動詞と定動詞要素を出発点として，文中にどのような情報が内容的肉付け
としてさらに必要とされるかについてまず考えてみてほしい。
解説
① Gegen halb acht Uhr abends rief mich ein Freund an, ／ ② der die Nach-
richten im Deutschlandfunk gehört hatte. ／ ③ Ich selbst war gerade auf 
dem Sprung, ／ ④ denn um acht war ich mit dem ehemaligen Kan-
zleramtsminister von Willy Brandt, Horst Ehmke, zu einem Essen mit einigen 
französischen Journalisten verabredet. ／ ⑤ Ich habe Ehmke sofort davon 
erzählt ／ ⑥ und seine spontane Reakion war: ／ ⑦ Damit hat Willy Brandts 
Entspannungspolitik gesiegt.
　目に目ない切れ目は⑤と⑥の間である。⑤は habe＋erzählt で現在完了形の
枠構造を形成しており，これで一文である。
　一般に一年生の文法の教科書などでは，完了形や受動態，あるいは話法の助
動詞を定動詞とする文などにおいて，〈過去分詞や本動詞の不定形など，定動
詞と緊密に結びつく要素は文末に置かれる〉と説明される。筆者も2. と3. では
そのように述べてきた。しかし，テクストを読む際に注意してほしいのは，〈文
末〉とは必ずしもプンクトの前を意味するわけではないということである。む
しろ逆に，定動詞要素や分離動詞の前綴りなど枠構造の終端部こそが実質的な
文末である。
　①では定動詞 rief と主語 ein Freund の間に mich という代名詞が挿入され
ている。また③でも〈私自身は〉という内容を表現するために，主語 ich に
selbst が付加され，主語と定動詞 war が切り離されている。課題１でも見た
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ように，こうした現象は時々見られる。これに気付くためにも，定動詞と主語
はどれであるかを正確につかむことが肝要である。その際には〈主語は１格〉
であることを念頭において，語形にも気を配る必要がある。なお⑥の war の
定動詞要素は⑦の一文である。
★　 夜の七時半頃，私にある友人が電話をかけてきた。この友人はドイツ放送
（旧東独，東欧向けの海外放送局）でニュースを聞いた。私自身はちょう
ど家を出ようとしていた。というのは，八時にヴィリー・ブラントのかつ
ての連邦総理大臣府長官であったホルスト・エームケと共に，何人かのフ
ランスのジャーナリストと食事する約束をしていたからである。私はエー
ムケにこのこと（電話で聞いた内容）について話した。彼の即座の反応は
次のようであった。すなわち，これでヴィリー・ブラントの緊張緩和政策
が勝利したのだ。
課題　４
　次のテクストはドイツ人の肥満に関する解説の一部である。どこで分割が可
能であろうか。定動詞と主語，定動詞要素はどれであろうか。また表題の〈is(s)
t〉では，なぜ後の s が（　）に入れられているのであろうか。
Deutschland is(s)t zu fett
47） Die Bundesregierung will dem Übergewicht der Bürger stärker zu Leibe 
rücken und Deutschland wieder in Form bringen. Ein bundesweiter Aktions-
plan für gesunde Ernährung und mehr Bewegung mit dem Titel „in Form“ 
soll in Schulen, Kindergärten, Kantinen, Sportvereinen und Seniorenheimen 
die Bundesbürger aufklären.　(Dicke Deutsche)
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助言：この場合もまず定動詞と定動詞要素，そして主語がどれであるかを把握
する。また表題については（s）が二つの Deutschland isst zu fett と，一つの
Deutschland ist zu fett の違いを考えてみてほしい。
　また本文の意味内容を考えるにあたっては，これまでのように，それぞれの
部分文の定動詞と定動詞要素を出発点として，どのような情報がさらに必要と
されるかについてまず考えてみてほしい。
解説
Deutschland is(s)t zu fett
① Die Bundesregierung will dem Übergewicht der Bürger stärker zu Leibe 
rücken ／ ② und (die Bundesregierung will) Deutschland wieder in Form 
bringen. ／ ③ Ein bundesweiter Aktionsplan für gesunde Ernährung und 
mehr Bewegung mit dem Titel „in Form“ soll in Schulen, Kindergärten, Kan-
tinen, Sportvereinen und Seniorenheimen die Bundesbürger aufklären.
　この場合もまた切れ目は②の und の前である。②の定動詞は will という話
法の助動詞である。これと結びつく定動詞要素は zu Leibe rücken と in Form 
bringen であり，次のような二文が und によって一文によってまとめられてい
る。
Die Bundesregierung will dem Übergewicht der Bürger stärker zu Leibe 
rücken. Und (die Bundesregierung will) Deutschland wieder in Form bringen.
　表題は〈ドイツは太りすぎである（ist）〉と〈ドイツは脂こいものの食べ
（isst）すぎである〉をかけたことば遊びである。また①の zu Leibe rücken は
慣用句としての〈悪弊などの除去に取り組む〉と，文字通りの意味としての〈体
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をぐいと圧迫する〉という意味をかけている。同様に②の in Form bringenも，
慣用句としての〈好調にする〉と，文字通りの意味としての〈まともな体型に
する〉をかけており，いずれもことば遊びである。
　③の文の骨格は，〈Ein bundesweiter Aktionsplan soll die Bundesbürger 
aufklären（連邦全土での行動計画が連邦市民たちを啓蒙すべく定められてい
る）〉であり，単純である。しかしこの文が分かりにくい理由の一つは，主語
の〈Ein bundesweiter Aktionsplan（連邦全土での行動計画は）〉に〈für 
gesunde Ernährung und mehr Bewegung（健康な食生活と，より多く体を動
かすための）〉という前置詞句が付加され，さらにこれに〈mit dem Titel „in 
Form“（「好調」という標題のついた）〉という前置詞句が付加されていること
である。その結果主語と定動詞の間が大きく開いていることが文の骨格の把握
を困難にしている。
　またもう一つの理由は，〈aufklären（啓蒙する）〉の場所が in Schulen, Kin-
dergärten, Kantinen, Sportvereinen und Seniorenheimen という前置詞句の形
で長々と列挙されていることである。さらにそれに連続して aufklären の目的
語である die Bundesbürger（連邦市民たちを）という４格目的語が付加され
ており，これがうっかりすると前記の施設の一つとも誤解されかねないことで
ある。こうした結果，定動詞と定動詞要素が遠く離れており，ここでも全体が
見通しにくくなっている。こうした肉付け部分の語句を切り分けて把握するた
めの方策については，4.3. の〈文成分への分解〉を参照されたい。
ドイツは太りすぎ／脂こいものの食べすぎである
★　 連邦政府は市民たちの太りすぎにさらに強く取り組もうとしている。そし
て（連邦政府は）ドイツを再び好調にしようとしている。「好調」という
標題のついた，健康な食生活と，より多く体を動かすための連邦全土での
行動計画が，学校，幼稚園，従業員食堂，スポーツクラブ，そして老人ホー
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ムにおいて連邦市民たちを啓蒙すべく定められている。
課題　５
　次のテクストは，ドイツの人口動態に関する解説の一部である。どこで切れ
るであろうか。そしてどれが定動詞と主語で，また定動詞が sein/werden/
haben の場合，定動詞要素はどれであろうか。
48） Heute bekommen jeweils zehn Frauen in Deutschland durchschnittlich 
13 Kinder, 1960 waren es 24. In den wenigsten Industrieländern ging die Zahl 
der Kinder aber auf ein vergleichbar niedriges Niveau zurück oder sank so 
schnell: Insofern sind die aufgeführten Länder ein Sonderfall. In Frankreich 
werden heute 1,9 Kinder je Frau geboren, in Schweden 1,7 und in den USA 
entspricht die Zwei-Kind-Familie genau dem Durchschnitt.　(Offen für Nach-
wuchs?)
助言
　目に見えない切れ目を探すに際してしばしば手掛かりとなるのが，これまで
にも見たように，並列接続詞である。そのうえで定動詞や主語の掛持ちに注意
する。各文の意味内容を考えるにあたっては，これまでのように，定動詞と定
動詞要素を出発点として，どのような情報が必要とされるかについてまず考え
てみてほしい。
解説
① Heute bekommen jeweils zehn Frauen in Deutschland durchschnittlich 13 
Kinder, ／ ② 1960 waren es 24. ／ ③ In den wenigsten Industrieländern ging 
die Zahl der Kinder aber auf ein vergleichbar niedriges Niveau zurück ／ ④ 
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oder (die Zahl der Kinder) sank so schnell: ／ ⑤ Insofern sind die aufgefüh-
rten Länder ein Sonderfall. ／ ⑥ In Frankreich werden heute 1,9 KIinder je 
Frau geboren, ／ ⑦ in Schweden (werden) 1,7 (Kinder je Frau geboren) ／ 
⑧ und in den USA entspricht die Zwei-Kind-Familie genau dem Durch-
schnitt.
　目に見えない切れ目の一つは，④の oder の前である。なぜならば，③の最
後の zurück は，定動詞 ging の前つづりであり，そこが実質的な文末だからで
ある。もう一つは，⑧のundの前である。その前の⑦は著しく省略されており，
本来の形は〈in Schweden werden 1,7 Kinder je Frau geboren（スウェーデン
では女性一人当たり1.7人の子供が生まれている）〉である。この定動詞
werden は動作受動の定動詞であり，その文末要素である過去分詞 geboren で
この文は完結する。
★　 今日，ドイツでは10人の女性が平均13人の子供を出産する。1960年には24
人であった。ごくわずかな先進工業諸国において，子供の数がしかしなが
らこれに匹敵する低い水準に下がった。ないしは（子供の数が）これほど
急速に低下した註。その限りにおいて，上に挙げられた国々は例外的ケー
スである。フランスでは今日女性一人当たり1.9人の子供が生まれている。
スウェーデンでは同じく1.7人である。そしてアメリカ合衆国においては，
子供が二人の家庭がまさに平均値に合致するのである。
　　註 　下線部は〈しかし子供の数がこれほど低い水準に下がったり，これほ
ど急速に減少したのはごくわずかな先進工業諸国においてである〉とい
うことである。
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課題　６
　次のテクストは課題３と同じインタヴューでのある質問の一部である。どこ
で切ることができるであろうか。そしてどれが定動詞と主語で，また定動詞が
sein/werden/haben の場合，どれが定動詞要素であろうか。
49） Für die Ausstellung „Wir waren so frei … Momentaufnahmen 1989/1990“, 
die vom 1. Mai bis 9. November 2009 im Museum für Film und Fernsehen 
Berlin zu sehen sein wird, haben Sie Beiträge von Auslandskorrespondenten 
gesammelt und Interviews mit Ihren Kollegen geführt.　(„Der Mauerfall ist 
Teil meiner Biografie“ S. 2)
助言
　この場合も並列接続詞と枠構造の発見にまず努めることである。文内容の理
解にあたっては，定動詞と枠構造がどのような追加的情報を必要とするかにつ
いてまず考え，それが文内のどこに示されているかを探してみてほしい。
解説
①Für die Ausstellung „Wir waren so frei … Momentaufnahmen 1989/1990“, ／ 
② die vom 1. Mai bis 9. November 2009 im Museum für Film und Fernsehen 
Berlin zu sehen sein wird, ／ ③ haben Sie Beiträge von Auslandskorrespon-
denten gesammelt ／ ④ und (Sie haben) Interviews mit Ihren Kollegen 
geführt.
　コンマ以外では，④の und の前で区切ることができる。その前の gesam-
melt は，③の haben の定動詞要素として，現在完了形を形成している。そし
てこの haben のもう一つの定動詞要素は④の最後の geführt である。
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　この文が分かりにくい理由の一つは，主文の中に長い関係文②が割り込んで
いることである。また展覧会の名称も文になっており，定動詞と主語があるこ
とも紛らわしさを増している。引用符（„ “）に注目し，これが die Ausstel-
lung の具体的名称を示しており，話の本筋とは関係ないことに気付く必要が
ある。主文の骨格は〈Für die Ausstellung haben Sie Beiträge gesammelt und 
Interviews geführt.（展覧会のために，あなたは記事を集め，そしてインタ
ビューを行った〉である。
　なお文の区切りの問題からは逸脱するが，②の末尾の〈zu sehen sein 
wird〉という表現は，〈sein＋zu 不定詞構文〉の〈未来形〉である。この文は
関係代名詞 die に導かれる関係文なので定動詞の wird が後置され，このよう
な語順になっている。関係代名詞 die の先行詞である Die Ausstellung を主語
として，この関係文を主文として独立させれば，次のようになる。
Die Ausstellung wird vom 1. Mai bis 9. November 2009 im Museum für Film 
und Fernsehen Berlin zu sehen sein.
★　 展覧会は2009年の11月１日から９日まで，ベルリン〈映画とテレビの博物
館〉で見られうるであろう。
　さらに，この文を現在形にすれば，wird の定動詞要素として後置されてい
る sein が定動詞となる。
Die Ausstellung ist vom 1. Mai bis 9. November 2009 im Museum für Film 
und Fernsehen Berlin zu sehen.
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★　 展覧会は2009年の11月１日から９日まで，ベルリン〈映画とテレビの博物
館〉で見られうる。
★　 「私たちは非常に自由だった…瞬間撮影1989/1990」という展覧会のため
に。それは2009年の11月１日から９日まで，ベルリン〈映画とテレビの博
物館〉で見られうるであろう。あなたは外国特派員の記事を集めた。そし
てあなたの同僚たちにインタヴューを行った。
　上に見たように，文の切れ目の発見という観点からも，未知の語に遭遇する
たびに一々停止して辞書などひいていてはいけない。いわば作戦開始前の〈空
中偵察〉として，まずは分かっても分からなくても，まず何度か全文を通読し，
コンマやゲダンケンシュトリヒ，ドッペルプンクト，定動詞と定動詞要素，主
語などの発見に努めることが長文攻略にとって必須の前提である。そのうえ
で，これらを手掛かりに文構造を把握し，できる限り短い文に分断する。そし
て，各部分文の内容理解にあたっては，文の骨格から出発して，次に述べる結
合価の考え方に基づいて，文の〈肉付け〉の部分の理解に考えを進めるのがよ
いであろう。要は〈部分と全体〉，〈骨格と肉付け〉の間を往復し，相互作用を
活発化させることである。
 6.　文成分への分割
　長文を部分文に切り分けた後に必要となるのが，文をさらに文成分に分解す
ることである。これについては，残念ながら定動詞の位置についてのような明
確な〈規則〉を挙げることはできない。いくつかの語からなる熟語的表現や，
次号で扱う予定の分詞構文，冠飾句，副詞などいろいろな要因が絡んで事は単
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純ではない。そこで以下では，比較的明確で簡単ないくつかの基本的手掛かり
を挙げるにとどめる。これによって問題全体の一部なりとも片付けば，残りは
組みしやすくなるであろう。
 6. 1.　定動詞（＋定動詞要素）の結合価
　動詞を中心として文の組み立てを考える文法理論に〈結合価文法〉がある。
この理論の基本は「化学の原子価（Valenz）をモデルに，ある構造の中心と
なる語が何個の，また，どのような補足成分（Ergänzung）をもつか」（言語
学辞典，p. 1080）という考え方である。
50） Er besucht morgen seine Tante.（清野，p. 44）
★　彼は明日，おばさんを訪ねる。
　besuchen を定動詞として文を構成するうえで，主語の Er（誰が？）と４格
目的語の seine Tante（誰を？）のように，絶対に必要な要素は「補足成分」，
morgen のようになくても差支えのないものは「添加成分」と呼ばれる（清野，
p. 44）。
　文の構成をめぐるこうした事情は，定動詞を主役として上演される芝居にな
ぞらえて考えると分かりやすいであろう。 主役だけでは演劇は成り立たず，
主語，目的語，副詞句などの役を演ずる〈共演者〉もまた文という舞台には必
要である。しかし共演者の重要度も一律ではなく，絶対に必要な脇役と，場合
によってはいなくても差支えのない〈その他大勢〉に二大別される。
　もとより補足成分と添加成分との区別は，ドイツ語の語感に疎いわれわれに
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は必ずしも容易ではない。さらに，補足成分を「文脈や場面から明らかでも，
絶対省略できない補足成分」（清野，p. 45）である「義務的補足成分」（清野，
p. 45）と「動詞から要求されていても状況から明らかなら省略してもよい『非
義務的補足成分』」（清野，p. 45）に区分することはなお困難である。
　しかし〈読む〉という立場からは，これらの厳密な理論や区別などは不要で
ある。書き手は，テクストを通じたコミュニケーションの中で読み手が必要と
する情報を提供しようとするはずである。要は〈定動詞を中心として，他の情
報もまた共演している〉という大まかな考え方に基づいて，どのような共演者
が配役されているかについて思いをめぐらしてみることである。
 6. 2.　結合価の利用
課題　７
　次の文の定動詞はどれだろうか。そのうえで，この文を文成分に切り分ける
とどうなるであろうか。
51） Zum Geburtstag schenke ich meinem Freund wahrscheinlich ein Buch.
解説
　schenken（贈る）という定動詞が文の主役を全うするためには，〈誰が〉，〈何
を〉，〈誰に〉，そして場合によってはさらに，〈いつ〉，〈なぜ〉といった役の共
演者が必要である。このことを逆にして考えるならば，schenken が用いられ
ている文内には，これらの情報が散りばめられているはずである。そこで文を
読むという立場から見れば，定動詞を出発点として，これらの情報がどこにど
のように配置されているかを探して付き止めればよいということになる。
　そうした目でこの文をもう一度見てみると，Freund（友人），Buch（本）
という名詞が目につくであろう。〈誰が？〉にあたる主語は，その位置から
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〈ich〉である。そして meinem と Freund，ein と Buch が結合してそれぞれ二
語で文成分を形成し，〈誰に〉と〈何を〉に対応していることは容易に推測さ
れよう。ここまでくれば，meinem Freund が男性名詞の３格，ein Buch が中
性名詞の４格ということは分からずとも，前者が〈誰に〉，後者が〈何を〉を
表していることは，〈常識〉から明らかであろう。
Zum Geburtstag ／ schenke ／ ich ／ meinem Freund  ／ wahrscheinlich ／ 
ein Buch.
★　 誕生日に　／　私は　／　友人に　／　おそらく　／　本を一冊　／　贈
る。
課題　８
　次のテクストは WHU（Wissenschaftliche Hochschule für Unternehmungs-
führung）という私立のビジネススクールに関する解説の一部である。定動詞
と定動詞要素はどれであろうか。そしてこれに基づいて，文中にどのような情
報が配置されているかまず想像してみてほしい。そのうえで，この文を文成分
に切り分けるとどうなるであろうか。
52） 5.000 Euro Studiengebühren pro Semester müssen Studenten zahlen, die 
an der WHU studieren. Doch dafür wird ihnen auch einiges geboten: mehrere 
Auslandsaufenthalte, ein praxisnahes Studium und natürlich eine campus-
weite Wireless-LAN-Verbindung. Doch nur die Besten der Besten werden an 
der Elitehochschule angenommen.　(Hochschule will die Besten. S. 1)
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解説
　文はともすれば〈単語〉の集まりと考えられがちである。しかしそこで必要
なのは文と単語の間に文成分という考え方を導入することである。定動詞の位
置についても，〈単語〉ではなく，文成分を単位として数えたことを想起され
たい。③の ein praxisnahes Studiumも，〈ein〉，〈praxisnahes〉，〈Studium〉
と不定冠詞・付加語形容詞・名詞をばらばらに切り離して理解しようとしても，
それぞれは意味をなさない。この三つが互いに関係しあい，一まとまりとなっ
てはじめて文法的な相互依存関係（結束構造）が生まれ，〈実践に即した勉学〉
という有意味な内容を構成する。
　しかし，言語学的な詳細は省略するが，一つの文についていくつかの区切り
分けが可能な場合もある。一例として，冒頭の5.000 Euro Studiengebühren と
pro Semester は，二つの文成分とも考えられる一方，5.000 Euro Studienge-
bühren pro Semester という一つの文成分として捉えることもできる。しかし
テクストの理解にとって重要なのはこうした細かい問題ではなく，文の理解に
あたっては，〈単語〉を単位としてではなく，いくつかの語から形成される意
味的，文法的なまとまりである文成分を単位として考える必要があるというこ
とである。もとより一語が一つの文成分の場合もある。
　以上のことから，下に示すのは一つの分解例であり，説明もそのようなもの
として読んでほしい。
① 5.000 Euro Studiengebühren / pro Semester / müssen / Studenten / 
zahlen, / ② die / an der WHU / studieren. / ③ Doch / dafür / wird / ihnen 
/ auch / einiges / geboten: ④ mehrere Auslandsaufenthalte, / ein praxisna-
hes Studium / und / natürlich / eine campusweite Wireless-LAN-Verbindung. 
/ ⑤ Doch / nur / die Besten der Besten / werden / an der Elitehochschule / 
235ドイツ語読解の戦略と戦術　⑵
235
angenommen.
　①の定動詞と定動詞要素は müssen ～ zahlen（支払わなければならない）で
ある。〈支払わなければならない〉とくれば，〈誰が〉，〈何を〉，〈なぜ〉といっ
たことが問題となるであろう。〈誰が〉は通常主語で示されることから，それ
に対応するのは〈Studenten（学生たちが）〉である。〈何を〉に対応するのは，
通常〈物〉や〈金額〉であり，この文では〈5.000 Euro Studiengebühren（5000
ユーロの授業料を）〉である。〈なぜ〉については明示されていない。しかしこ
れは，ドイツではほとんどの大学が国（州）立であるのに対して，WHU が私
立大学であることを読者の背景的知識として予期すればこそのことであろう。
　②の関係文の定動詞 studieren（大学で勉学する）について問題となるのは，
〈誰が〉，〈何を〉，〈どこで〉といったことであろう。〈誰が〉は主語の die＝
Studenten である。〈どこで〉に対応するのは，WHU を中心として場所の前置
詞anと共に形成される〈an der WHU（WHUで）〉という前置詞句である。〈何
を〉については言及されていない。
　③の定動詞と定動詞要素は wird ～ geboten（提供される）である。そこで
まず問題となるのは〈何が〉，〈誰に〉であり，前者は通常〈物〉，後者は〈人間〉
である。〈何が〉に対応するのは主語であることから，einiges（いくつかのも
の／ことが）であり，〈誰に〉は ihnen（彼らに＝学生たちに）である。
　それに続くドッペルプンクトは，いわば〈何が提供されるのかこれから具体
的に挙げるぞ !〉という宣言である。またこのことは，④には定動詞がなく，
語句が列挙されているだけであることからも裏打ちされる。そして〈一学期あ
たり5000ユーロもの授業料が学生に求められる〉という①と②に続いて，③に
Doch（しかし），dafür（その代わりに）ということばがあることは，ドッペ
ルプンクト以下で，コンマによって区切られた三つの句は何らかの〈見返り〉，
〈特典〉であることを示唆している。
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　⑤の定動詞は werden ～ angenommen（受け入れられる＝入学を許される）
であり，これに肉付けする情報として考えられるのは〈誰が〉，〈どこに〉，〈な
ぜ〉，〈いつ〉といったことであろう。〈誰が〉は通常主語によって表現される。
この文では die Besten（とりわけ秀れた者たち）である。このことは，冒頭の
Doch（しかし），nur（～だけ）の存在とも整合する。なぜならば，前文で挙
げられている特典の享受者が〈当然〉制限されることは，〈常識〉だからである。
〈どこに〉に対応するのは場所であり，Elitehochschule に場所の前置詞 an を
組み合わせたan der Elitehochschule（このエリート大学）である。〈なぜ〉，〈い
つ〉については言及されていない。
★　 5000ユーロの授業料を一学期あたりに学生は支払わなければならない。そ
の学生たちは WHU で学んでいる。しかし，その代わりに彼らにはいくつ
かのことも提供される。すなわち何回かの外国滞在（＝留学），実践に即
した勉学，そして当然のことながら，大学構内を網羅する無線 LAN 接続。
しかしきわめて優れた者たちの中のとりわけ優れた者だけがこのエリート
大学に受け入れられるのである。
 6. 3.　前置詞句の利用
課題　９
　2004年頃に書かれた次のテクストは世界の人口に関する解説の一部である。
この文を文成分に切り分けるとどうなるであろうか。また定動詞と主語，定動
詞要素はどれであろうか。
53） Die Weltbevölkerung wird nach Schätzungen der UN von jetzt 6,4 Mil-
liarden bis zum Jahr 2050 auf 9,3 Milliarden anwachsen.　(Wachstum in den 
armen Ländern)
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解説
　この文は定動詞のwirdと定動詞要素のanwachsenから形成される〈未来形〉
である。〈増加するであろう〉とくれば，当然〈何が？〉が問題となる。これ
に対応するのは主語の〈世界人口〉である。そこでこの文の骨格は〈Die 
Weltbevölkerung wird ～ anwachsen（世界の人口は増加するであろう）〉であ
る。そこから出発して，さらに必要な情報と考えられるのは，〈到達点〉とし
て〈どれほどに増加するのか？〉である。またこれと対照をなす〈起点〉とし
て，現在ないしは過去の人口がが挙げられることもあろう。こうした結合価に
よる配役の可能性を考えながらこの文を見直すと，64億，93億，2050といった
数字が目に入る。これらが上のような情報に対応している可能性は高い。そこ
で世界人口は昔から増加を続け，現在約70億人であることを知っていれば，〈64
億人〉が2004年頃の人口，93億人が2050年の人口を示しているという見当がつ
くであろう。
　しかし問題となるのは，定動詞の wird から定動詞要素の anwachsen までの
間の15の語と数字をどのように切り分けるかである。その際に一つの手掛かり
となるのが前置詞句である。前置詞はそれ自体では文成分とならず，必ずその
後に続く名詞，代名詞などと共に形成される前置詞句の形で文成分となる。そ
こでまず前置詞を探してみる。すると nach，von，bis，auf が目に入る。nach
の後を見ると Schätzungen という名詞が続いている。さらに後を見ると der
という冠詞か指示代名詞と UN という名詞のセットが続いている。〈前置詞＋
der＋名詞〉の前置詞句はあっても，〈前置詞＋名詞＋der〉という前置詞句は
考えにくい。したがって，nach Schätzungen がとりあえず一かたまりであり，
そしてこれに付加されている２格の der UN と共に一つの文成分を形成してい
ると判断することができる。
Die Weltbevölkerung / wird / nach Schätzungen der UN / von jetzt / 6,4 Mil-
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liarden / bis zum Jahr 2050 / auf 9,3 Milliarden / anwachsen.
★　 世界人口は，国連の推計によると，今日の64億人から，2050年までに，93
億人に増加するであろう。
　日常よく使われる前置詞の数はそれほど多くはない。そこで文の中で前置詞
がそれとわかれば，その後には名詞や代名詞がくるはずであり，両者の間に挟
まれる形容詞や形容詞として用いられている現在／過去分詞なども一つの文法
的，意味的なまとまりとして把握できるはずである。またこうした形容詞には
何らかの語尾が付加されていることも，それと判別する手掛かりとなる。一例
を挙げれば，課題５のdie aufgeführten Länderにおけるaufgeführtenの〈en〉
がこれである。そこで前置詞は，これを学ぶ時間・労力と，そこから得られる
大きな便益の関係を考えた場合，接続詞と並んで，まず習得に力を入れるべき
事項の一つである。
 6. 4.　その他の手掛かり
　形容詞／形容詞句と副詞／副詞句を区別し，同格の並置や冠飾句をそれと見
分けることなどは文成分の把握にもつながる。こうした諸問題については次号
でとりあげる予定である。
 7.　推薦図書
　最後にドイツ語文法に関する参考図書を挙げておく。これらは本稿の作成に
あたっても参照した。
239ドイツ語読解の戦略と戦術　⑵
239
１）常木　実（1984）．標準ドイツ語　新訂版．郁文堂
　その名のとおり，ドイツ語の初学者を対象としたごく標準的な参考書であ
る。二色刷りで，紙面構成が見やすく，解説も懇切丁寧で分かりやすい。内容
的には，日常的なドイツ語の使用に必要な文法事項がほぼ網羅されているのみ
ならず，場合によってはやや高度な問題についても解説されている。読解に際
しても，文法上の基本的な問題には本書でまず対処できるであろう。
２）関口一郎（1994 a）．マイスタードイツ語コース１　文法．大修館書店．
　本書は，見やすく，分かりやすいことに加えて，次のことばにあるように，
〈余談〉や〈Kaffeepause〉というコラムなども含んで説明に〈ふくらみ〉があ
り，読み物としてもおもしろい。，内容的には常木（1984）と同様，基本的な
文法事項は網羅されている。
　〔…〕普通の解説ですませればこの３分の２程度の分量でおさまったか
と思うのですが，思い切って，紙数を気にせず，実際に読者の皆さんを相
手に教室で授業をしているような感覚で執筆しました（はじめに）。
３）関口一郎（1994 b）．マイスタードイツ語コース２　表現．大修館書店．
　本書は直接的には，〈話す〉，〈書く〉のための参考書である。しかし，われ
われが読むテクストは，話され，書かれたものである。そこで，どのように話
し，書かれるのかという〈敵の手の内〉を知っておくことは，読むに際して重
要な参考となる。
４）関口一郎（1995）．マイスタードイツ語コース３　語法．大修館書店．
　本書はやや高度な文法の参考書であると同時に，次の著者のことばにあるよ
うに，その大きな関心の対象は〈ドイツ語という言語の世界観〉である。単な
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る文法上の規則にとどまらず，さらにその根本にある〈ドイツ語的な考え方〉
を知ることは読解にとっても参考となることが多い。。
　〔…〕本書では〈読み書き〉も含めた中級レベル以上の学習者にとって
必要な文法項目，特殊な表現と併せて，ドイツ語という言語の根幹にある
ドイツ人特有の言語意識や，日本と比較した上での〈異文化〉の世界にも
足を踏み入れることにしました（はじめに）。
５） ヴォルフガンク・ミッヒエル，樋口忠治ほか共著（1980）．これからのド
イツ語（郁文堂）．
　本書はドイツ語研究の成果を積極的に取り入れた参考書である。常木（1984）
や関口（1994 a, b）が基本的に初学者を念頭に置いているのに対して，本書は
ひと通りドイツ語文法を学んだ読者をさらに高い段階のことばの理解や使用へ
と導くことを目標としている。そこで例文には，それが書きことば／話しこと
ばなのか，くだけた／改まったもの云いなのかといったことも明示されてい
る。そして本稿で扱った定動詞の位置をはじめとする，〈文構造〉や語順の問
題についての詳しい説明の頁もあり，読解にとって参考となる内容も多い。
６）清野智昭（2008）．中級ドイツ語のしくみ．白水社．
　本書は，ドイツ語の文法をひと通り学んだ読者を対象として，一年次に学ぶ
文法上の規則などについて，〈なぜそうなのか〉を一般言語学の観点から分か
りやすく解説している。たしかに文法には〈暗記〉しなければならないことが
多い。しかし，文法を読解などに活用するためには，単に規則を頭で覚えるだ
けでは不十分であり，これを身体化する（＝身につける）必要がある。こうし
た点で本書は，文法についての「納得した上での同意」という意味での「イン
フォームド・コンセント」（植村，p. 96）を作り出すうえでの助けとなる。ま
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た「語順」や「情報伝達」，「wollen と sollen の表す『意志』」など，読解につ
いて直接関係する問題も多く扱われている。
 8.　おわりに
　日本の学校教育，特に中学，高校そして〈受験勉強〉を貫く問題性は，〈（授
業を）聞く〉，〈覚える〉，〈（問題を）解く〉，〈がんばる〉という四つのことば
に象徴されるとかねてから考えている。もとよりこれらについては，〈本資料
作成の趣旨〉における引用の中で P. Doyé が挙げている〈外国語教育の構成要
素としての「純粋な『文法授業』」〉のように，大きな目標を支える部分的戦術
としての意義まで全面的に否定する気はない。しかし何よりも問題なのは，
往々にして収斂する先の目標が不明であるままに，こうした戦術が自己目的化
し，勉学が「純粋型に近い預金型（溜め込み型）学習」（竹内，p. 107）に強
く染めあげられていることである。
　試験はどんな場合でも受験者に「預金型」学習を強いる。「預金型」学
習とはつぎのようなものだ。知識はすでにパッケィジとして存在してい
る。その知識が実際に何を意味するかなどは知る必要がない。従順に入れ
ものを一杯にし，預金を蓄えようとする学習である。ひたすら暗記し，反
復する学習モデルが預金型学習である，預金型学習モデルは，なんらかの
程度で試験のあるところどの社会にも見られる。日本の試験だけが特別と
いうわけではないが，日本の入学試験は純粋型に近い預金型（溜め込み型）
学習を必要とした（竹内，p.p. 106 -107 下線筆者）。
　このことは相互の意思疎通（コミュニケーション）を目標とする言語の教育
や勉学にとって致命的である。
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　上に挙げた四つの項目の中で，〈聞く〉と〈覚える〉の問題点は多く指摘さ
れている。また〈がんばる〉については〈本資料作成の趣旨〉に述べたとおり
である。そこで最後に〈解く〉についての私見を述べて本稿を終わりたい。
　〈解く〉は〈正解〉の存在を前提としたことばであり，行動である。紐のも
つれを〈解く〉ことを想起されたい。どんなにもつれあっていても，根気よく
作業を続ければ，いつかは必ず解ける。これは複雑にもつれていても，切れた
り，溶融したりしているわけではないからである。このことは〈問題を解く〉
についても同じである。いわゆる練習問題や入試問題などは，あらかじめ〈正
解〉を用意し，それを発見させ，あるいは発見能力を測定するために作られて
いる。いわば〈宝探し〉である。どんなに見つけにくく隠してあったとしても，
正解は必ずどこかに存在する。したがって，秀才，優等生とは基本的にこうし
た〈ゲーム〉に適応し，与えられた課題をすばやく，そつなくこなす技能に優
れた者である。
　このことは読むことについても該当する。現実社会の諸問題に正解が存在し
ないように，読解にも正解は存在しない。あるテクストをどのように理解し，
そこから何を得るかは人それぞれである。したがって読むことは，もつれた紐
をほどいたり，隠された正解の宝探しをしたりするような意味での〈解く〉こ
とではない。本手引き⑴でも述べたように，読むことは〈能動的意味構成作業〉
であり，まさに書くことである。そして読んだ内容から得られる多くの知識や
認識，見識の向上なども併せて，これは読み手の生きる世界の創造的拡大であ
り，〈作る〉ことである。場合によっては，本稿の 5.，6. における〈課題〉の
ように，テクストに設問が付され，これに回答するような形式の読解練習も存
在する。しかしこうした場合にもこのことは該当する。すなわち，これを単に
〈（設問を）解く〉ものとして行えば，それは〈学校課題〉として教室内に自閉
する。これは与えられた課題を消費しているにすぎない。
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ここで学校課題というのは，それをうまく解いたとしても本来何の意味も
ない課題，学習者にとって内発的に興味をひくものでもないし，それを解
いたことが他の人々に役に立つ，といった社会的な意義をもつものでもな
い。しかし序列化の基盤として使われるために取り組むことが「強制」さ
れる，といった意味である（波多野・稲垣，p. 138　下線筆者）。
　学校課題の〈正解〉の報奨は，学校や試験という閉じたリングの中での〈得
点〉であり，〈偏差値〉というゲーム結果の相対的順位上昇にすぎない。これ
に対して〈読解問題〉も，テクストの内容理解の練習として，そしてそこに書
かれている内容の摂取につとめ，あるいはそれに対する批判も考えながら読め
ば，その報奨はテクストを介した書き手との意思疎通の成功であり，生の豊饒
化である。これはたとえささやかであれ，世界に開かれたコミュニケーション
活動であり，生産である。どちらが今後の人生にとって意義あることか考えて
みてほしい。
　大槻ケンヂは〈創作者になること〉について次のように述べている。
　〔…〕色々な本や映画，ライブ，お笑い，演劇を見ているうちに，それ
を受容することばかりに心地よさを感じてしまって，観る側のプロみたい
になってしまうことってよくあるんです。／　だからといって，批評，評
論の目を養うわけでもなく，それこそツイッターやミクシーに「今日はそ
こそこよかったなう」とかつぶやくだけで満足してしまう。それでいてチ
ケットの取り方だけは異常に詳しい……みたいな。そういうのを「プロの
お客さん」というんです。／〔…〕／　映画を何本観た，本を何冊読んだ，
サブカルになりたいならばその結果，受容したものを換骨奪胎し，自分な
りの表現としてアウトプットすることが重要です。それが稚拙であろうと
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クオリティーが低かろうと，まずは自分で何かを表現してみるということ
が第一歩ですから。もう一度言いますね。プロのお客さんになってはダメ
です（大槻，p.p. 44 -45）。
　「プロのお客さん」は消費者であり，生産者ではない。読むことについて大
槻ケンヂのことばをもじって言えば，〈（課題や設問の）プロの解き手になって
はダメです〉，〈それが稚拙であろうとクオリティーが低かろうと，まずは自分
でテクストを理解するということが第一歩です〉ということである。筆者も自
戒したい。
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